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ABSTRACT 

 

 本研究は，遺族の視点から看護師が行った死亡時ケアの内容と認識を明らかにし，グリー

フケアをとりいれた死亡時ケアにおける看護教育への示唆を得ることを目的とし，文献研究

を行った。 医学中央雑誌，CiNii Research，および関連学術 4 団体のホームページを検索

して関連文献を抽出しレビューを行った。検索の結果，計 141 件の文献がヒットし，最終

的に 12 文献を分析対象とした。死亡時ケアの定義や内容は文献ごとに一致せず，‘からだ

を清潔にする’という点だけが共通していた。遺族への説明も，エンゼルケア，お清め・ご

遺体へのケア，シャワー浴・入浴など多様であった。また，遺族の認識は，安らかな顔，遺
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族の希望を聞きながらケアを行うことにより陽性感情は促され，一方，看護師の配慮が足り

ない，説明不足，技術が未熟なことにより遺族の陰性感情は引き起こされていた。しかし，

看護師が行う死亡時ケアが遺族の悲嘆を軽減するかどうかは，遺族の感情面だけではなく，

身体面や認知面も含めて検討した研究は見当たらず，死亡時ケアと遺族のグリーフプロセス

との関連性については明らかでないことがわかった。 

今後は，遺族研究を積み重ね，死亡時ケアが遺族の悲嘆に与える影響を多面的に検証し，

グリーフケアを取り入れた死亡時ケアの看護教育プログラムを構築していく必要性が考えら

れた。 

 

Ⅰ．は じ め に  

 

高齢化と医療などの進展により長寿社会である我が国は，長期にわたる介護や死別に伴う

喪失を経験するものが増えている 1-3)。また，全死亡のうち約 8 割が病院や施設で最期を迎え

ており 4)，看護師は最期のケアとして，亡くなった患者のからだを清潔にし，死によって生

じる外観を目立たないよう整える死亡時ケアを行っている。この死亡時ケアは，基礎看護学

の共通技術として，看護師国家試験の出題範囲に含まれており 5-8），看護教育のテキスト教材

にも 9-12)掲載され，看護師の基本的なケアとして認識されている。 

近年の看護基礎教育では，終末期看護の充実に向け，ご遺体の死後処置に加え，医療行為

による侵襲や病状などによって失われた生前の面影を取り戻すために行うエンゼルケア・エ

ンゼルメイクが，ビデオやシミュレーション演習で取り組まれている 13-16)。また，家族がエ

ンゼルケア・エンゼルメイクを含む死亡時ケアに参加することは，遺族の悲嘆を緩和するグ

リーフケアの一端として捉えられている。このように，死亡時ケアにおける看護基礎教育は，

ご遺体の死後処置からグリーフケアを含んだ死亡時ケアへと変遷しているものの，その根拠

となる死亡時ケアと遺族のグリーフプロセスとの関連性に基づいた研究は数少ない。 

そのような中，死亡時ケア研究は，臨床現場において活発に行われている。その中で明ら

かとなっているのは，死亡時ケアは，看護基礎教育の演習や実習で実践的に行われておらず，

病棟の勉強会や研修会などから技術を修得しており，死亡時ケアに自信がない看護師が多い

ことが報告されている 17)18)。一方，調査対象が病棟看護師の研究結果から，遺族が死亡時ケ

アに参加することは死を受容するきっかけとなる，グリーフケアの一端であるといった考察

が散見される 19-23)。しかし，死亡時ケアの技術に自信がない看護師が多い中，遺族は看護師

が行うケアをどのように認識し，それがグリーフケアの一端となっているのか，遺族が調査

対象である研究をまとめ検討しているものはみあたらない。 

そこで本研究は，遺族からみた看護ケアの内容と認識を明らかにし，グリーフケアを取り

入れた教育へと変遷している死亡時ケア看護教育への示唆を得ることを目的とし，文献研究

を行った。 

 

Ⅱ. 方 法 

 

1． 検索方法 

文献は，Web 版医学中央雑誌（Ver5.0），国立情報学研究所 CiNii Research，またハ

ンドサーチとして，関連学術誌（日本エンドオブライフケア学会，ホスピスケアと在宅
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ケア，Palliative Care Research, 公益財団法人日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団の

ホームページ）から検索した。Keyword は，‘エンゼルケア’ ，‘エンゼルメイク’， ‘死

後処置’ で原著論文を全年検索した（検索日: 2023 年 3 月）。 

 

2. 対象文献の選定 

対象文献の選定は，図 1 に示した。まず，検索エンジンとハンドサーチで抽出した

141 文献から重複している 8 文献を除外した。重複文献を除外した 133 文献から死亡時

ケア以外の 71 文献（看取り ( n=21 )，エンド・オブ・ライフ・ケア / ターミナルケア 

/ 終末期ケア ( n=17 )，アドバンス・ケア・プランニング / 意思決定 ( n=7 )，死亡前

後のニーズ ( n=6 )，死生観 ( n=5 )，遺族会の効果 ( n=3 )，死亡確認 / 遺体の変化・

感染管理 ( n=4 )，遺族の生活・心情の変化 ( n=2 )，その他 ( n=6 )）を一次スクリー

ニングとして除外した。一次スクリーニング後の 62 文献から，研究対象が遺族以外の

50 文献（看護職 ( n=31 ), 葬祭業者 ( n=9 ), 看護学生 ( n=5 ), カルテ・記録用紙 

( n=5 )）を二次スクリーニングとして除外した。最終的に本研究の対象は 12 文献 24-35)

となった。 

 

図 1 対象文献の選定図 

 

 

2． 分析方法 

1） 遺族からみた死亡時ケアの研究概要 

対象文献から，(1)研究の種類，(2)データ収集，(3)分析数，(4)性別，(5)年齢，(6)患者

との続柄，(7)死別から調査までの期間，(8)患者の死亡場所，(9)患者の主要疾患，(10)
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各研究における死亡時ケアの定義・内容，(11)遺族へ説明する際の表現を抽出・データ

化し，遺族からみた死亡時ケアの研究動向を分析した。 

2） 死亡時ケアに対する遺族の認識 

対象文献に記載されてある遺族の語り(質的研究)と自由記述やコメント(量的研究)を抽

出し，WHO の Well-Being 尺度 36)の構成概念である‘陽性感情’と‘陰性感情’にわ

け，死亡時ケアに対する遺族の認識を分析した。なお，分析の信用性にあたり，本研

究著者の綾部と福山にて対象文献の精読・照合を行い，遺族研究の経験がある本研究

著者の秋山に遺族の認識についてスーパーバイズを得ながら信用性を高めた。 

 

3． 用語の定義 

死亡時ケア：本研究では，看護師が逝去直後にご遺体に行うケアを死亡時ケアとした。

なお，本研究の対象文献における死亡時ケアの定義・内容は，表 2 に示した。 

 

Ⅲ. 結 果 

 

1. 遺族からみた死亡時ケアの研究概要 

死亡時ケア研究概要は，表 1，表 2 に示した。 

1) 研究の種類とデータ収集方法 

対象 12 文献中，量的研究 6 件，質的研究 3 件，質と量を併用している研究 3 件で

あった。なお，質量併用研究 3 件とも同じ著者・データであるが分析が異なっていた。

データ収集は，自作質問紙 9 件，面接法が 3 件であった。また，質問紙は，既存尺度

を含まない自作の質問紙がすべてであった。 

2) 分析数と遺族の属性 

分析数は，質的研究 2-3 名，量的研究 20-147 名，質量併用研究 162-597 名であっ

た。遺族の性別は，対象 12 文献すべて女性が多く，年齢は 50 歳以上，続柄は配偶者

または子どもが大半であった。 

3) 死別から調査までの期間 

対象 12 文献すべてが調査項目としてデータを収集していなかった。死亡退院日と

データ収集日の記載があった 2 文献のみ，死別から調査までの期間を推測できた。  

4) 患者の属性 

患者の死亡場所は，一般病棟 6 件，ホスピス・緩和ケア病棟が 4 件，一般病棟と緩

和ケア病棟の混合 1 件，記載なし 1 件であった。主要疾患の記載があったのは 3 文献

で，すべて悪性腫瘍であった。 

5) 死亡時ケアの定義・内容，遺族へ説明する際の表現 

死亡時ケアの定義・内容が同一の文献はなく，共通しているのは，亡くなった患者の

からだを清潔にするということだった。遺族へ説明する際の表現は，エンゼルケア 2

件，お清め・ご遺体へのケア 4 件，シャワー浴・入浴 2 件，記載なし 4 件であった。 
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表 1 遺族からみた死亡時ケアの研究概要 (1) 
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表 2 遺族からみた死亡時ケアの研究概要 (2) 

 

 

 

2. 死亡時ケアに対する遺族の認識 

死亡時ケアに対する遺族の認識は，表 3 に示した。 

陽性感情における遺族の認識は，‘良かった’，‘満足感’，‘その他’に分かれ，陰性感情は

‘辛かった’，‘不安，恐怖’，‘見たくなかった’，‘改善希望’に分かれた。 

遺族の認識‘良かった’は，顔が安らか等が最も多く，次いで，綺麗なからだ，丁寧に接

してもらった等，労いや感謝ができた，お別れができた，であった。‘満足感’は，区切り等，

家族の希望を聞いてくれた等，すべてやりおえたであった。‘その他’は，看護師とケアを共

にすることにより，その際に患者の入院中の話や，家族が気持ちや思い出を共有できたであ

った。 

遺族の認識‘辛かった’は，闘病生活が思い出される等であった。‘不安・恐怖’は，何を

すればよいか，亡くなった体に触れることであった。‘見たくない’は，裸や陰部，傷，褥瘡

や管の跡であった。‘改善希望’は，看護師の説明，看護師のケア技術，家族の悲しみへの配

慮等，お別れの時間が短い等であった。 
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表 3 看護師の死亡時ケアに対する遺族の認識 

 

 

 

Ⅳ. 考 察 

 

本研究の結果から，死亡時ケアに関する定義や内容は一致しておらず，‘からだを清潔にす

る’という点だけが共通していたことが明らかとなった。遺族は，看護師の死亡時ケアに対

して，陽性感情と陰性感情の両方を示していた。しかし，死亡時ケアが遺族の悲嘆を軽減す

るかどうかは，遺族の感情面だけではなく，身体面や認知面も考慮した研究が不足しており，

死亡時ケアとグリーフプロセスとの関連性は不明であった。これらの結果は，先行研究では

見られなかった新しい知見であり，死亡時ケアの定義や内容を明確化し，遺族の多面的な反

応を評価する必要性を示唆している。ここでは，グリーフケアを取り入れた死亡時ケアの看

護教育プログラムの構築に向けて，以下の 2 点について考察する。 

 

1． 看護師が行う死亡時ケアの定義と内容 

本研究の対象文献は，死亡時ケアとして実施した内容が異なっており，唯一共通していた

のは，亡くなった患者のからだを清潔にすることであった。このことは，先行研究でも指摘

されており，死亡時ケアは，看護師養成所卒業者より大学卒業者がグリーフケアとして教育

を受けており，年齢が高い看護師は死後処置としての教育を受けている傾向がある 37)ことか

らも裏付けられる。また，遺体管理としての死後処置の知識や技術も不足していることが推

測された。葬祭業者を対象とした先行研究においても，出血，開口，悪臭，体液漏出，開眼

のトラブルを経験している者が多く，看護師の未熟な技術，感染症の情報提供や説明がない
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ことに困惑した報告がある 38-41)。また，十分な療養体制である緩和ケア病棟においても，亡

くなった患者遺族の 9.4%が遺体トラブルを経験している 42)ことからも裏付けられる。 

死亡時ケアには，死後処置としての遺体管理とグリーフケアの 2 つの目的が含まれており，

本研究対象文献においてもケアの内容が異なっていたと考える。死亡時ケアの定義や内容が

文献によって異なるということは，看護師の実践や教育にも影響を与えることが推測される。

今後は，死亡時ケアの共通基準やガイドラインを策定し，遺体トラブルの発生メカニズムを

解明し，適切な看護技術や教育プログラムを開発することが必要である。 

 

 

2． グリーフケアを取り入れた死亡時ケア看護教育を構築していくためには 

グリーフケアに関する先行研究は数多く，それらの研究結果の積み重ねにより，死別直後

の悲嘆状況が長期に及び日常生活に支障をきたしている悲嘆は，遅延性悲嘆障害(Prolonged 

Grief Disorder, 以後 PGD)として，2019 年から国際疾病分類 ICD-11 における精神障害の一

つに加わった 43)。我が国における PGD 有病率は 2.4％，死別後 1 年以上経過しても日常生

活に何らかの支障をきたす複雑性悲嘆は 22.7%との報告がある 44)。 また，PGD 危険因子と

して，死の状況，遺族の続柄，遺族の特性等が明らかとなっており，複雑性悲嘆を把握する

簡便な尺度開発等の研究がすすめられている 45-46)。しかしながら，本研究対象文献は，患者

の原疾患や死別からの期間，患者と遺族の関係性等が不明の文献が多く，PGD 危険因子の項

目を網羅している文献はなく，遺族の感情的な反応のみを分析した研究であった。このこと

は，本研究対象文献では，PGD や複雑性悲嘆を予防する目的で行った死亡時ケアを評価でき

ないことを意味している。 

今後，グリーフケアを取り入れた死亡時ケアの看護教育プログラムを構築していくために

は，以下の 3点が必要だと考える。 

1) 遺族からみた看護師の行為がいかに悲嘆軽減に寄与しているかを精査すること 

本研究では，遺族は看護師の死亡時ケアに対して陽性感情と陰性感情の両方を示してお

り，死亡時ケアが遺族の悲嘆に与える影響は個人差が大きいことが示唆された。遺族か

らみた看護師の行為がどのような要素によって悲嘆軽減または増幅に関与しているか

を明らかにすることで，遺族のニーズに応える死亡時ケアの指針を作成することができ

るのではないかと考える。 

2) 遺体トラブルが起きない適切な看護技術を修得すること 

本研究において，陰性感情を起こしていた未熟なケア技術は，遺体管理としての死後処

置の知識や技術が不十分なことが原因であると示唆された。遺体トラブルは，遺族の悲

嘆を増幅させる可能性が高く，遺体トラブルを防ぐための看護技術や知識を習得するこ

とで，遺族への配慮や尊厳を守る死亡時ケアを提供できるのではないかと考える。 

3) グリーフケアの理論や方法を学ぶこと 

本研究では，死亡時ケアにグリーフケアの理論や根拠のある方法を用いて行っている文

献は少なく，グリーフケアに関する教育も不十分であることが示唆された。グリーフケ

アは，患者が亡くなる前から始まり，亡くなった後も行う一連のケアプロセスだといわ

れる。そのケアプロセスにおいて多様な職種が関わるが，唯一死亡時のケアは，看護師

が中心となって直接的に行うケアである。グリーフケアの理論や方法を学ぶことで，看

護師は，死亡時ケアの技術だけでなく，遺族への配慮や共感力も身についていくのでは
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ないだろうか。また，グリーフケアの効果を評価するためには，遺族の感情面だけでな

く，身体面や認知面も考慮した尺度や手法を用いることが必要である。 

 

Ⅴ. 本研究の限界と今後の課題 

 

本研究は，看護師が行った死亡時ケアが遺族の感情面に影響を与えていることを示した。

しかし，対象文献は日本語の遺族を対象とした文献のみであり，死亡時ケアの儀礼的な部分

や遺体管理に関する部分は，文化や宗教により異なる可能性がある。今後は，文化や宗教に

関係なく，看護師が行う世界共通の死亡時ケアの定義や根拠を明らかにするとともに，遺体

トラブルの原因や予防法を解明し，適切な看護技術や教育プログラムを構築する必要がある。  
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